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平成28年9月5日～9月30日まで第3回茨城県議会定例会が開催されました。平成28年9月5日～9月30日まで第3回茨城県議会定例会が開催されました。

議長会で教育予算の充実を求める

つくばエクスプレス東京延伸

「新滝下橋の早期建設」の要望を受ける

　8月23日、関東甲信
越1都9県議会議長会議
が千葉市で行われまし
た。
　会議の冒頭に森田健
作知事が歓迎の挨拶を
いたしました。
　私は茨城県を代表し

て「教育予算の拡充を求めることについて」を議案として上
程し、説明を申し上げました。
　政府はこれまで小学校1，2年生の35人以下学級を拡充し
てきたが今回3年生以上の拡充が見送られました。
　日本はGDPに占める教育費の割合がOACD加盟国31ヶ国
中最下位であります。
　教育は国の要であり最重要課題です。よって、国の来年度予
算編成において、教育予算の拡充を強く要望いたしました。
　翌日の議長会2日目の視察は成田空港です。LCC専用の第
3ターミナルを視察。
　ここは国内線も国際線
も同じ所を使用し、進出
を決めるのも早いが採算
が合わなければ撤退も早
い事を織り込んで、案内
板や誘導施設も手軽なも
のを使っています。
　さらに普段は入る事の
出来ない管制塔内も見せていただきました。
　この管制塔は開港直前に成田闘争の反対派に占拠され、関
係機器が破壊された所です。

ブラジル・アルゼンチンへ訪問
●ブラジル
　７月末から８月初旬にかけて、ブラジルとアルゼンチンへ橋本県知事らと共に、視察研
修に赴きました。成田からサンパウロまでドバイ経由で30時間、現地時間30日の16時
に着きました。空港では税関の中まで県人会の代表の方々が迎えに来てくださり税関も
フリーパスで通していただきました。いろんな部署で日本人の活躍が光っています。
　空港からそのまま「茨城県人会館」に向かい、そこで70人ほどの皆さんとの前夜祭
に参加し、議長としてご挨拶を申し上げました。県人会のみなさんの心温まる歓迎に旅
の疲れも忘れるほどでした。
　翌日８月1日は朝８時半から「移民慰霊碑」に献花をし、その後「ブラジル茨城県人会
55周年記念式典」に参加。
　サンパウロでの記念式典の前にイビラプエラ公園内の一等地にある「開拓戦没者慰

霊碑」で知事と議長の献花がありました。石碑に刻
まれている「開拓戦没者慰霊碑」の文字は田中角栄
元総理によるものです。
　献花の後「ブラジル茨城県人会創立55周年記念
式典」に参加をいたしました。日伯両国の国歌斉唱で
は、会場割れんばかりの両国国歌が斉唱されました。
　私は茨城県議会を代表して祝辞を申し上げまし
た。在サンパウロ日本国総領事館からも沼田副領

事が参加し祝辞を述べました。
●アルゼンチン
　ブエノスアイレスでの「アルゼンチン茨城県人会55周年記念式典」が由緒あるセン
トロ・ナバル（海軍研究会）で盛大に行われました。
　二世の小池ウンベルト会長さんを中心にまとまりのある県人会です。
　私は議長として挨拶を申し上げる際に1500㎞も離れたツクマン州からこの日の為
に駆けつけた、一世の斎藤さんの話をさせて頂きました。
　「戦後S29年最初の移民船で10家族、91人でパラグアイに上陸しその後アルゼン
チンに入り凄まじい生活の中で今日を築き上げて来ました。
　日本政府からの補助は行きの片道切符のみで謂わば棄民同然だったそうです。
　しかし、どんなに苦しくても『誰も泣かなかった』
と聞かされた時、私の涙腺が緩んでしまった。」今
の日本人には求めようもない凄まじい精神力が、
今日のアルゼンチン社会で高い評価を確立してい
るのです。
　式典には福嶌大使、武田JICA所長さんも参加
されました。

　７月20日「つくばエクスプレス東京延伸」の中央要望を
いたしました。
　国の交通政策審議会において東京までの延伸に加え、臨海
地域との一体整備が答申された事を踏まえ、東京延伸の早期
実現に向けて、特段の支援を行うよう要望いたしました。
　県からは楠田副知事他9名、沿線関係市は会田市長他11名
で国土交通省の武藤事務次官はじめ大臣官房12名、鉄道局
長ほか本省関係9名、
茨城県選出国会議員
10名へそれぞれに要
望いたしました。
　東京延伸は県民の
悲願です。1日も早い
実現を目指します。

　「新滝下橋の早期建設」に向けて常総市の風野議長さん、中村副議長さん、守
谷市の梅木議長さん、市川副議長さんが要望書をお持ちになり、知事へ提出する
前に意見交換いたしました。
　私もこの件は以前から県に働きかけをしてきた事もあり、早期に解決をしなけ
ればならないと思っています。
　特に２年前に起きた滝下橋の事故は改めてそ
の必要性を痛感いたしました。
　私は本日の要望にしっかりと向き合いたいと
思います。
　この後、橋本知事にも要望書を手渡し、早期
建設に向けて取り組まれるよう住民の意思を伝
えました。



　８月９日、西アフリカ・ニジェール共和国への地元「さしま茶」輸出に
ついて県庁記者クラブで記者会見を行いました。
　守谷市にお住いのコモン・ニジェール代表の福田さんが、これまで
ソーラーランタン寄贈活動や寺子屋事業などを通じてニジェールへの
支援を行って来ましたが、この度「さしま茶」500Kgを輸出する運びに
なりました。ニジェールは国土の大半
が砂漠であり、ビタミンを補給するた
め緑茶を飲む文化があります。
　私も最初から応援してきた事もあ
り、将来はアフリカ全土に「さしま茶」
が行きわたる事を期待して活動を続
けます。

「さしま茶」はじめてニジェールへ
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「小川一成のブログ」 
とても面白い ！

小川一成

趣味の養蜂

茨城県議会議員
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議長として９月定例県議会をとりしきる
　「九月定例議会を振り返って」茨城新聞の取材を受け10月1日の
朝刊に掲載されました。
　取材では県議会を振り返っての感想を何点か述べさせていただき
ました。
〈若者の県議会傍聴〉
●選挙権年齢の引き下げにより、生徒の県議会傍聴が増え本会議及
び常任委員会へ延べ19校・669人の生徒が訪れました。若者の政治
離れや無関心などが叫ばれる中、このような経験が政治への関心を
高めるきっかけとなる事を期待しています。
〈政策条例の実現について〉
●これまでに我々議員から提案した政策や条例について取り組み状
況や成果などについて質し、執行部からは予算措置などに積極的に
取り組んでいる旨の答弁を得た。
〈議会改革について〉
●「議員定数及び選挙区の在り方」を議論し「一票の格差の是正」、
「逆転現象の解消」などが図られ結果的に議員定数も1名減となる等
12月の議会において条例の改正を行う予定。
　議会改革に終わりはなく今後も継続的に議会改革に取り組んでい
きます。

「アーカスプロジェクト2016」スタート
　９月２日、「アーカスプロジェクト2016」のオープニングレセプ
ションが行われました。
　毎年この時期、世界中から選ばれたアーティストが「もりや学びの
里」で11月まで地元住民との交流を深めながら創作活動を続けます。
今年はエルサルバドル、マレーシア、韓国の芸術家が招聘されました。
　レセプションにはエルサルバドル大使も参加されました。

　大使は2013年2月に守谷市国
際交流協会の「大使講演会」でご
講演をいただき、4月には私達と
一緒に我が家のタケノコ掘りにも
参加する気さくな女性大使です。
　久しぶりの再会に県の話題も
交えて意見交換しました。

善意の義援金、常総市へ

　姉妹都市であるドイツのマイ
ンブルグ市から高校生11名が
守谷市を訪問しました。
　５年前に私がホームステイでお
世話になったシェーンフーバーさん
のお孫さんも今回来日しています。
　世代を超えての交流に時の
重みを感じます。

マインブルグ市から高校生11名

　８月27日、第三回「灼熱の雪合
戦」がTX守谷駅前で行われました。
　真夏に雪合戦をやる発想のユ
ニークさが素晴らしい。守谷市商
工会青年部が中心となり頑張って
います。
　初日はジュニアの大会で、２日目
は大人が童心になって戦います。

　９月24日・25日と第33回の守谷市商工まつりが開催されました。
　２日目はお天気に恵まれ、けやき台中学校と御所ヶ丘中学校の吹奏
楽部の素晴らしい演奏を皮切り
にTX守谷駅西口広場はまつり
一色となりました。
　今年も「常総がんばれ」の復
興支援がテーマで、おまつりで
あつめた義援金を常総市長に
お届けいたします。

第三回「灼熱の雪合戦」

　茨城県書道美術振興会の吉澤石琥（せきこ）副理事長さんが議長室にお見
えになりました。私がかねてから議長室に掲額する書をお願いしていたところ、
９月5日に持参して下さいました。私の依頼文は論語の「其身正、不令而行、其身
不正、雖令不從」　　　子曰はく、
「其の身正しければ令せずして行はる。其の身正しからざれば、令すと雖も従はれず。」
口語訳
「上に立つ者が身を正しくすれば、命令を
下さないでも正しく行われるが、身を正しく
しなければ、命令を下しても、人民はついて
くるものではない」
　この文章は政治について語っているもの
なので「其身」は「為政者」のことを指してい
ます。

小川一成のひとりごと小川一成のひとりごと

中央 マルタ エルサルバドル大使、左側 バウティスタ氏。

　プロジェクトを通じこれからも自然環境保
護活動を続けたいと思います。
　今日のみつばちプロジェクトは９月4日の天候
不順の為、急遽スイカパーティーになりました。
活動に感心のある方募集
TEL.0297- 48-1064まで。

「守谷みつばち
夢プロジェクト」 この指と～まれ!


